





































































































































































































































































　（ 1 ）　 井上達郎「平等」，廣松渉・三島憲一他編『岩波哲学・思想事典』（岩波書店，
1998 年），1341 頁。 
　（ 2 ）　アリストテレス『政治学』（山本光雄訳，岩波書店，1961 年），46 頁参照。
　（ 3 ）　 Hannah Arendt, On Revolution （Harmondsworth: Penguin Books, 1973）, p. 30.『革
命について』（志水速雄訳，中央公論社，1975 年），29 頁。
　（ 4 ）　 G・セイバイン『民主・自由・平等─政治哲学的考察』（秋元ひろと訳，公論社，
1991 年），129 頁。
　（ 5 ）　 ウェーバーによれば，この集住というのは，城砦王政から貴族政ポリスへの重
要な転換点をなしている。（M・ウェーバー『古代社会経済史』（上原専禄・増
田四郎監修，渡辺金一・弓削達訳，東洋経済新報社，1963 年），200 頁参照）。
　（ 6 ）　M・ウェーバー『都市の類型学』（世良晃志郎訳，創文社，1964 年），81 頁参照。
　（ 7 ）　安藤弘『古代ギリシァの市民戦士』（三省堂，1983 年），293 頁。
　（ 8 ）　 「イソノミア，すなわち，出身によって区別されない，法の前での万人の平等
にもとづく，民主制が生まれることになった。」（クロード・モセ『ギリシアの
政治思想』（福島保夫訳，白水社，1972 年），18 頁）。
　（ 9 ）　Arendt, op. cit., p. 30. 邦訳，28 頁。




　（11）　Arendt, op. cit., p. 30. 邦訳，29 頁。




　（15）　 Thomas Hobbes, Leviathan, ed. by Richard Tuck （Cambridge: Cambridge University 
Press, 1991）, pp. 86-87.『リヴァイアサン』（水田洋訳，岩波書店，1954 年，
1992 年改訳），207 頁。
　（16）　 John Locke, Two Treatises of Government, edited with an intoroduction and note 
by Peter Laslett （Cambridge: Cambridge University Press, 1960, Student edition, 
1988）, p. 269. ロック『市民政府論』（鵜飼信成訳，岩波文庫，1968 年），10 頁
　（17）　 ジョン・ダン『ジョン・ロック―信仰・哲学・政治』（加藤節訳，岩波書店，
1987 年），78 ～ 79 頁。
　（18）　前掲書，80 頁。
　（19）　ルソー『人間不平等起源論』（中山元訳，光文社，2008 年），100 頁参照。
　（20）　前掲書，102 頁，107 頁参照。
　（21）　前掲書，149 頁。
　（22）　ルソー『社会契約論』（桑原武夫・前川貞次郎訳，岩波文庫，1954 年），29 頁。
　（23）　前掲書，31 頁。
　（24）　前掲書，同頁参照。
　（25）　セイバイン，前掲書，145 頁。
　（26）　 「人および市民の権利宣言」，高木八尺・末延三次・宮沢俊義編『人権宣言集』
（岩波書店，1957 年），131 頁。
　（27）　前掲書，同頁。
　（28）　 マイケル・ウォルツァー『正義の領分―多元性と平等の擁護』（山口晃訳，而
立書房，1999 年），163 頁。
　（29）　前掲書，165 頁。
